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み

夫お

市
民
連
合

（
75
分
）

　
今
後
、
生
活
保
護
申
請
の
増
加
も
考

え
ら
れ
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
生
活
保
護
の
制
度
周
知
を

図
り
、
丁
寧
な
相
談
支
援
等
を
行
う
。

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
は

答

本
市
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
困
窮
に
関
す
る
相

談
が
急
増
し
て
お
り
、
住
居
確
保
給
付

金
の
相
談
対
応
や
、
生
活
福
祉
資
金
特

例
貸
し
付
け
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
実
態

に
あ
る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
対
応
は
。

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
促
進
を

問

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
な
ど
の
新

し
い
生
活
様
式
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
る
中
、
光
フ
ァ
イ
バ
未
整
備
地
域

へ
の
取
り
組
み
は
。

答

整
備
の
実
現
に
向
け
て
、
国
の

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
も
活
用

し
つ
つ
、
民
間
事
業
者
を
積
極
的
に
支

援
し
、
確
実
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

小こ

山や
ま　

友と
も

康や
す

市
民
連
合

（
75
分
）

部
落
差
別
解
消
推
進
条
例
は

針
に
基
づ
き
、
市
民
一
人
一
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

侵
害
事
案
が
発
生
し
て
お
り
、
憂
慮
す

べ
き
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
大
学
の
教
授
や
民
間
の
人
権

研
究
所
の
代
表
者
等
５
人
の
有
識
者
を

選
定
し
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
や
人

権
に
関
わ
る
今
日
的
な
情
勢
を
踏
ま
え

た
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
意
見
を
早
期

に
集
約
す
る
中
で
、
人
権
施
策
の
充
実

に
向
け
、
講
ず
る
べ
き
施
策
の
内
容
や

条
例
の
必
要
性
な
ど
を
検
討
す
る
。

答

こ
れ
ま
で
、
人
権
施
策
基
本
方

問

人
権
条
例
の
制
定
を
め
ざ
す

実
行
委
員
会
か
ら
条
例
制
定
の
要
望

が
届
い
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
的
に

も
多
く
の
自
治
体
が
差
別
の
解
消
を

求
め
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　
改
め
て
、
部
落
差
別
解
消
推
進
条

例
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
う
。

河か
わ
む
ら村　
晃ひ

ろ

子こ

日
本
共
産
党

（
65
分
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
対
す
る
事
業
所
支
援
は

に
は
財
政
調
整
基
金
の
活
用
等
に
よ
り

財
源
を
捻
出
す
る
。

②
こ
れ
ま
で
マ
ル
経
融
資
の
無
利
子
化

等
を
実
施
し
た
。
今
後
、
経
済
活
動
再

開
に
向
け
て
各
種
支
援
策
を
検
討
す
る
。

答

①
当
初
予
算
に
不
要
不
急
の
事

業
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
不
測
の
事
態

問

①
不
要
不
急
の
事
業
を
見
直

し
、
予
算
を
組
み
替
え
て
事
業
所
等

の
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

②
本
市
の
独
自
支
援
策
と
し
て
、
事

業
所
へ
の
一
律
給
付
を
行
う
こ
と
。

一
斉
休
校
後
の
感
染
防
止
策
は

答

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
１

メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
最
大
限
の
間
隔
を

取
る
こ
と
と
さ
れ
、
換
気
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
示
し
て
い
る
。

問

人
と
の
間
隔
を
空
け
る
た
め

１
ク
ラ
ス
20
人
程
度
に
す
る
べ
き
。

岡お
か
ざ
き崎　
正ま

さ
ず
み淳

誠
友
会

（
90
分
）

取
り
組
む
こ
と
で
活
性
化
に
努
め
る
。

今
後
の
過
疎
対
策
は

答

10
事
業
が
実
施
中
、
２
事
業
が

未
着
手
で
あ
り
、
円
滑
な
進
捗
に
向
け

努
め
る
。
今
後
は
、
関
係
人
口
創
出
事

業
に
よ
り
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
継
続

し
、
民
泊
事
業
支
援
等
に
も
引
き
続
き

問

内
海
町
は
一
部
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
進
捗
と
今
後
の
対
策
は
。

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
は

答

乗
り
継
ぎ
拠
点
の
環
境
整
備
や

運
行
ダ
イ
ヤ
の
工
夫
、
路
線
バ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
感
染
防
止
対
策
と
し
て
衛
生
用
品
の

購
入
費
等
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

問

今
年
度
は
６
年
間
の
計
画
期

間
の
後
半
に
入
る
。
路
線
バ
ス
の
経

営
環
境
は
厳
し
く
、
将
来
像
を
具
体

化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
。


